















The Role of Environmental Psychology in the forests as "restorative 
environment":experimental examination of landscape evaluation
　要　約：本研究では、北海道医療大学の北方系生体観察園で撮影された画像 30 枚を使用し、
画像による森林や自然の景観がもたらす心理効果を検討することを目的として、自然や森林
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果を持つ可能性を示唆する結果となった。






健常者 14 名を被験者とし、0.01% α－ Pinen 溶
液 20ml をろ紙を立てた小瓶に入れ、就寝時枕元
から 30cm の所に設置し、α－ Pinen 暴露 1 週
間前から 1 日 2 回朝夜の血圧を測定した。2 週目
にも、就寝時 0.01% α－ Pinen 溶液を暴露し、6
～ 7 日目に心電図と採血を実施した。高血圧患者
に対する森林浴の効果の検討（実験 2）では、被
験者 20 名を対象として、それを 2 群に分け、森
林浴と街頭歩行の両方をそれぞれ実施した。歩行











































2010 年で全国 19 の地域の森林部と都市部で実






版 POMS 短縮版）の 3 つの質問紙に回答を求め

















































行われた。画像は、2011 年 10 月 12 日～ 11 月 6
日までの間に、北海道医療大学の北方系生体観察
園で撮影された画像を使用し、1 枚あたり 30 秒
間ずつ提示した。画像を提示した直後 30 秒間で
画像に対する印象を、SD 法を用いた質問項目を



















生 2 年生 68 名（男 10 名、女 58 名）で、平均年
齢は 19.647 歳± 2.625 であった。
結果
１． 画像ごとの評価 （平均値と標準偏差 〔SD〕）
画像による自然景観に対するアンケート調査の結
果、表 1 のような結果となった





1 画像 6　  70.853（10.668） 1
画像 28　　
49.015（9.378）
2 画像 2　  69.235（10.160） 2
画像 26　　
50.456（10.896）
3 画像 3　  66.103（11.346） 3
画像 25　　
51.456（11.639）
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4 画像 8　　62.632（11.216） 4
画像 18　　
53.029（9.160）










　次に、それぞれの画像を図 1-1 から図 1-10 ま
でに示す。
図 1-1 得点上位 1 位 ： 画像 6
（M ＝ 70.853、 SD ＝ 10.668）
図 1-2 得点上位 2 位 ： 画像 2
（M=69.235、 SD ＝ 10.160）
図 1-3 得点上位 3 位 ： 画像 3
（M ＝ 66.103、 SD=11.346）
図 1-4 得点上位 4 位 ： 画像 8
（M=62.632、 SD=11.216）




図 1-6 得点下位 1 位 ： 画像 28
（M=49.015、 SD=9.378）
図 1-7 得点下位 2 位 ： 画像 26
（M=50.456、 SD=10.896）
図 1-8 得点下位 3 位 ： 画像 25
（M=51.456、 SD=11.639）
図 1-9 得点下位 4 位 ： 画像 18
（M=53.029、 SD=9.160）
図 1-10 得点下位 5 位 ： 画像 24
（M=53.044、 SD=9.391）
２． t 検定による結果
次に、全画像を評価順に 5 位毎に区切り、上位 1
位、上位 5 位、上位 10 位、上位 15 位、上位 20 位、
上位 25 位、上位 30 位の画像について、順位の
違いによる評価の平均の差をみるために、t 検定
を行った。
t 検定の結果に関する詳細は、表 2 の通りである。
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表 2 ： 画像の評価得点順上位下位 5位ごとにみた t 検定での有意差
画像 6 画像 12 画像 27 画像 16 画像 21 画像 24 画像 28
画像 6
画像 12 ****
画像 27 **** ****
画像 16 **** *** n.s.
画像 21 **** **** ＊ n.s
画像 24 **** **** **** ＊＊ n.s
画像 28 **** **** **** **** **** ****
(*：p<.05 , **：<.01,***：<.001,****： <.0001)
画像 6（上位 1 位）と画像 28（上位 30 位）と
の 間（t=15.00,df=67,p<.0001）、 画 像 6（ 上 位 1
位）と画像 12 位（上位 5 位）との間（t=5.868,df 
=67,p<.0001）、 画 像 6（ 上 位 1 位 ） と 画 像 27
（ 上 位 10 位 ） と の 間（t=9.005,df=67,p<.0001）、
画 像 12（ 上 位 5 位 ） と 画 像 27（ 上 位 10
位 ） と の 間（t=4.721,df=67,p<.0001）、 画
像 6（上位 1 位）と画像 16（上位 15 位）と
の 間（t=9.254,df=67,p<.0001）、 画 像 12（ 上
位 5 位 ） と 画 像 16（ 上 位 15 位 ） と の 間
（t=3.911,df=67,p<.001）、画像 6（上位 1 位）と画
像 21（上位 20 位）との間（t=8.887,df=67,p<.0001）、
画像 12（上位 5 位）と画像 21（上位 20 位）と
の 間（t=5.893,df=67,p<.0001）、 画 像 27（ 上
位 10 位 ） と 画 像 21( 上 位 20 位 ) と の 間（t=-
2.377,df=67,p<.05）、画像 6（上位 1 位）と画像 24
（上位 25 位）との間（t=12.438,df=67,p<.0001）、
画像 12 位（上位 5 位）と画像 24（上位 25 位）
と の 間（t=7.243,df=67,p<.0001）、 画 像 27（ 上
位 10 位）と画像 24（上位 25 位）との間（t=-
4.664,df=67,p<.0001）、画像 16（上位 15 位）と画
像 24（上位 25 位）との間（t=2.689,df=67,p<.01）、
画像 12（上位 5 位）と画像 28（上位 30 位）と
の 間（t=-11.497,df=67,p<.0001）、 画 像 27（ 上
位 15 位）と画像 28（上位 30 位）との間（t=-
8.413,df=67,p<.0001）、画像 16（上位 15 位）と画
像 28（上位 30 位）との間（t=-5.429,df=67,p<.0001）、
画像 21（上位 20 位）と画像 28（上位 30 位）と
の 間（t=-4.817,df=67,p<.0001）、 画 像 24（ 上
位 25 位）と画像 28（上位 30 位）との間（t=-
6.306,df=67,p<.0001）には、それぞれ統計学的に有
意な差が認められた。
反対に、画像 16（上位 15 位）と画像 27（上位 10
位）との間（t=-0.898,df=67）、画像 16（上位 15 位）
と画像 21（上位 20 位）との間（t=1.061,df=67）、
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位 30 位）、画像 12（上位 5 位）と画像 24（上位
25 位）、画像 12 と画像 27（上位 10 位）、画像 27
と画像 24 をそれぞれ見比べてみるとその違いは歴
































さらに、画像 16（上位 15 位）と画像 27、画像 16
と画像 21（上位 20 位）、画像 21 と画像 24 では、
統計学的な有意差はみられなかった。これらの組
み合わせの画像は、いずれも上位 10 位～上位 25
位と中間層の画像だが、画像を見てみると、画像
16 と画像 21 は共に池が写っており、木の本数や
画像を占める茶色の割合にも大きな違いはない様
子である。
画像 27 は、画像 16 と画像 21 に比べると、木の

























































北海道医療大学心理科学部臨床心理学科 2 年生 38


















の心理的リラックス効果－全国 19 森林 228
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